三陸復興国立公園 (2)
碁石海岸を含む国立公園南部にあたる土地は、約4億年前の地殻変動によって北に運ばれてくる前は、赤道付近に位置していました。リアス海岸の不規則な凹凸は、氷河が溶けて海面が上昇し、川の谷間が浸水してできた数々の入り江や半島です。リアス海岸の特徴の一つは、多くの湾が穏やかな水を湛えていることで、これらは海藻や牡蠣、特定の魚類といった海産物の養殖にぴったりの生息域となっています。狭い入り江は、津波の高さや破壊力を増大させやすいため、地震の際は　危険にもなりえます。

